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要支援者への高等教育への接近の軌跡Ⅱ










































　2001（平成 13）年 11 月 8 日に、オープン・カレッジ佐世保運営委員会（代
表豆田頼子）は、関係者にオープン・カレッジの案内を出した。内容は以下の
とおりである *1。
（前略）去る 9 月 30 日、知的障害のある人のためのオープンカレッジの説明
会を開催しましたところ、多数の参加者のもと、開講希望に応え、また、多方
面からのご協力を得ることができましたので“第１回オープン・カレッジ in










催日時は 2001（平成 13）年 12 月 2 日、場所はサンアビリティ、受講対象者
は中学生以上の知的に障害がある人および受講定員は先着 20 名である。
　2001（平成 13）年 12 月 2 日に、第１回とびだせ！オープン・カレッジ in
させぼが開講した。主催は、オープン・カレッジ佐世保運営委員会である。受
講生数は 21 名で学生サポーターも同数の 21 名である。開講講座は４講座で、
健康科学、危機予知、剣道および写真である。講座担当は、健康科学は建部久
美子、危機予知、剣道および写真は皇學館大学学生である。




  2002（平成 14）年 5 月 5 日に、第 2 回 とびだせ！オープン・カレッジ in さ
せぼが開講した。主催は、オープン・カレッジ佐世保運営委員会である。開講
時間は、9 時から 13 時 20 分で、その後 14 時まで学生サポーターおよびスタッ
フ反省会である。
　同県では、その前日の 5 月 4 日（土）に島原市の社会福祉法人銀の星学園お
よび猛島神社が主体となって同市で初めてのオープン・カレッジが開講した *2。
島原さくら学舎と名付けたオープン・カレッジの受講生は 30 名で、サポーター
は、県立大学学生、市内の高校生等 20 名である。講座は 8 科目で健康科学、
数学、世界と日本の歴史、タイルアート、舞踊、中国語である。




























　2003（平成 15）年 4 月 20 日に、第 4 回とびだせ！オープン・カレッジ in
させぼが開講した*5。開講場所は県立大学である。受講生数は24名で学生サポー
ター数は 30 名である。開講講座は 7 講座で、健康科学、経済学、国際理解、
音楽を楽しもう、茶道、手話、本を読もうである。講座の具体的内容は、健康











平成 15 年度知的障害者生涯学習・年間計画案を立て年 6 回の講義開講を計画




　第１回平成 15 年 5 月 17 日（土）13:30 ～ 16:00 開講式、生涯学、講義「よ
く学び、よく生きる」講師長崎純心大学客員教授近藤原理、第 2 回平成 15 年
７月 12 日（土）13:30 ～ 15:30 開講式、平和学「被爆体験から平和・命の尊さ
を学ぶ」戦争関係ビデオ鑑賞、被爆体験者の話、第 3 回平成 15 年 9 月 27 日（土）
13:30 ～ 15:30 運動服等必要、開講式 、スポーツ科学「健康と楽しさ」講話と
スポーツ実技、講師交渉中、第 4 回平成 15 年 11 月 22 日（土）13:30 ～ 15:30
運動服等必要、開講式、生活学「就職」講話とレクリエーション、講師交渉中、
第 5 回平成 16 年 1 月 24 日（土）13:30 ～ 15:30 開講式、長崎学「長崎の料理
を学ぶ」講話と長崎チャンポンづくり、講師交渉中、第 6 回平成 16 年 3 月 27
日（土）13:30 ～ 15:30 開講式、生活学Ⅱ「結婚と生活」講話と体験談を聞く、
講師交渉中。
３．とびだせ！オープン・カレッジ in させぼの学生スタッフの提案

























　また、市障害福祉センターは 92 年度から開講中で、県教委も今秋、初の 1
日講座を開く。生涯学習課は「大学との連携も検討し望ましい講座のあり方を
勉強させてほしい」と話している。コラム「すくらんぶる」の欄で「県立大でも」
と県立大学の様子を掲載している。同大学では、01 年 12 月、知的障害者を持
つ母親らが「とびだせ！オープン・カレッジ in させぼ」を始めた。市内や周
辺の 18 歳以上の知的障害者 26 人が参加した。（中略）これまでに 4 回開いた。

























　2003（平成 15）年のとびだせ！オープン・カレッジ in させぼは、先述の 4
月 20 日、8 月 3 日および 12 月 13 日の 3 回開講した。8 月 3 日の受講生数は
25 名で、学生サポーター数は 30 名である。12 月 13 日の受講生数は 26 名で、
学生サポーター数は 26 名である。
　2004（平成 16）年のとびだせ！オープン・カレッジ in させぼは、4 月 24 日、
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10 月 3 日、12 月 19 日の３回開講した。4 月 24 日の受講生数は 30 名で、学生
サポーター数は 47 名である。2004（平成 16）年 10 月 3 日に第 8 回飛びだせ！
オープン・カレッジ in させぼが開講した *11。主催は、オープン・カレッジ佐
世保運営委員会、運営スタッフは３名でいずれも現教員あるいは元教員であ
る。後援は、佐世保市および佐世保市教育委員会である。時間は 8 時から 14
時で講義開講前にサポーター説明会を実施し、講義終了後昼食をとり、その後、
学生サポーターおよびスタッフの反省会をした。開講場所は県立大学、受講生
は 26 名で学生等サポーター数は 32 名である。学生等サポーターの構成は、
県立大学 16 名、他大学 10 名、短期大学 3 名、市立看護学校 1 名、福祉施設
職員 2 名である。
　開講講座は、8 講座で 1 講時目は英語、経済学、福祉文化学、本を読もう、









　2005（平成 17）年は、4 月 23 日および 8 月 7 日にとびだせ！オープン・カレッ
ジ in させぼが開講した。8 月 7 日の第 11 回とびだせ！オープン・カレッジ in
させぼは、主催はオープン・カレッジ佐世保運営委員会、後援は佐世保市およ
び佐世保市教育委員会である *12。時間は 8 時から 13 時で講義開講前にサポー
ター説明会を実施し、講義終了後昼食をとり、その後反省会を実施した。開講
場所は県立大学、受講生は 18 名で学生等サポーター数は 25 名で進行学生は
県立大学学生 2 年生が行った。学生等サポーターの構成は、県立大学学生 16
名、他大学学生 5 名、短期大学学生 3 名、福祉施設職員 1 名である。
　開講講座は 6 講座で、1 講時目は九十九島学、本を読もう、介護、2 講時目












　2006（平成 18）年 3 月 5 日に第 12 回とびだせ！オープン・カレッジ in さ
せぼが開講した *13。主催はオープン・カレッジ佐世保運営委員会、後援は佐世
保市および佐世保市教育委員会である。時間は 9 時から 12 時 30 分で開講場
所は県立大学、受講生数は 24 名で学生等サポーター数は 23 名である。進行
は県立大学学生 2 年生が担当した。学生等サポーターの構成は、県立大学 13
名、他大学 6 名（私立大学 2 校で学生は 5 名および 1 名）、短期大学 1 名、専






　2006（平成 18）年 6 月以降、オープン・カレッジ in させぼは、第 1 期生の
4 年間が修了し第 2 期生の開始となった。2006（平成 18）年 6 月 10 日に、第
2期生第1回とびだせ！オープン・カレッジinさせぼが開講した *14。主催はオー
プン・カレッジ佐世保運営委員会、後援は佐世保市および佐世保市教育委員会
である。開講時間は 13 時から 17 時で、開講場所は県立大学、受講生は 9 名、









ン・カレッジの冊子には、備考に次回のオープン・カレッジは 11 月 3 日開講
予定と記載されている。
７．県立大学学生の講座担当の試み
　2006（平成 18）年 11 月 3 日に、第 2 期生第 2 回とびだせ！オープン・カレッ
ジ in させぼが開講した *15。主催はオープン・カレッジ佐世保運営委員会、後
援は佐世保市および佐世保市教育委員会である。開講場所は県立大学で受講生
13 名、学生サポーター 15 名である。 開講講座は 4 講座で、1 講時目は九十九
島学、科学の不思議、2 講時目はフラダンス、リズム音楽である。講座担当に
ついて、第 2 期生第 2 回にはじめて県立大学学生が担当するようになった。講






　2007（平成 19）年 2 月 11 日の開講 *16 は、主催はオープン・カレッジ佐世
保運営委員会、後援は佐世保市および佐世保市教育委員会である。場所は県立
大学で受講生は 12 名、学生サポーター 12 名である。開講講座は 3 講座で、カー
ドを贈ろう、本を読もう、よさこいである。
８．平成 18 年度オープン・カレッジ in させぼ総会開催 　
　2007（平成 19）年 4 月 30 日に、平成 18 年度オープン・カレッジ in させぼ
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総会が開催された *17。2007（平成 19）年 4 月に作成されたオープン・カレッ
ジ運営委員会資料によるとスタッフ会議が、以下の日程で 10 回開催された。
平成 18 年 3 月 27 日、4 月 10 日、5 月 8 日、5 月 30 日、10 月 2 日、10 月 16 日、
10 月 23 日、12 月 12 日、平成 19 年 1 月 15 日、2 月 5 日である。また、平成
18 年 5 月 13 日に世知原じげもんバザー、平成 18 年 11 月 12 日に県立大学学
園祭でバザーを実施した。
　
　2007（平成 19）年度のとびだせ！オープン・カレッジ in させぼは、4 月 30
日と 10 月 14 日の 2 回開催された *18。4 月 30 日は第 2 期生第 4 回、10 月 14
日は第 5 回の開講である。佐世保市での第 4 回開催前日の 4 月 29 日は島原で
第 2 回オープン・カレッジ島原さくら学舎が開講した *19。とびだせ！オープン・
カレッジ in させぼの開講の主催は、オープン・カレッジ佐世保運営委員会、
後援は佐世保市および佐世保市教育委員会である。4 月 30 日の第 2 期生第 4
回開講場所は県立大学で、時間は 8 時 30 分から 12 時 30 分、受講生は 24 名で、
学生サポーターは全員が県立大学学生で 30 名である。進行役は同大学学生で
ある。




話しあった。2 講時目はニュースポーツで佐世保体育指導委員会の 5 人が担当
し、カローリング・ユニカールを行った。3 講時目は本人活動でその後閉講式
を実施した。オープン・カレッジ in させぼでは、講師は自己評価を提出する
こととしている。自己評価の様式は A4 サイズ 1 枚で、評価内容は、講義名、
講師名、内容、工夫点、反省、その他について記載項目がある。
　2008（平成 20）年 4 月 29 日に、第 2 期生第 6 回 とびだせ！オープン・カレッ
ジ in させぼが開講した *20。主催はオープン・カレッジ佐世保運営委員会で、
今回の第 6 回オープン・カレッジ冊子には後援の記載がない。開講時間は 12










　2008（平成 20）年 12 月 14 日に、平成 20 年度第 2 回オープン・カレッジ













通知日時 2008（平成 20）年 12 月 4 日
社団法人　長崎手をつなぐ育成会　各理事・監事宛て
社団法人　長崎手をつなぐ育成会会長小島龍一郎（公印省略）






















　2010（平成 22）年 12 月 5 日に、第 2 期生第 8 回とびだせ！オープン・カレッ
ジ in させぼが開講した *24。後援は、佐世保市および佐世保市教育委員会で再
び後援の掲載があった。開講時間は 9 時 30 分から 12 時 30 分で開講場所は県
立大学である。受講生は 16 名、学生等サポーターは 13 名で、その構成は県
立大学学生 9 名、市民が 4 名である。今回の学習サポーターは、県立大学学生

























時は 2011（平成 23）年 11 月 12 日（土）で、12 時 30 分から講師およびボランティ
アの打合せを実施する。講義は 13 時 30 分から 16 時である。会場は長崎ウエ
スレヤン大学ウエスレー館他で実施する。
　受講対象者およびサポーターの募集内容は、以下の通りである。（1）知的
障がいのある 18 歳以上の方 50 名、（2）知的障がいのある方の活動をサポー
トしてくださる方 40 名を募集する。受講料は無料で、申込期限は 2011（平成













　その後 2012（平成 24）年度は、2 月 25 日（土）と 9 月 29 日（土）の 2 回
開催された。具体的には、2 月 25 日（土）9 時 30 分から 11 時 45 分に長崎ウ
エスレヤン大学で、9 月 29 日（土）10 時から 12 時 30 分に長崎国際大学で開
催された *26。
　2014（平成 26）年度の開催予定は年 2 回で、9 月 27 日（土）は長崎国際大














＊  1　 資料「ご案内およびオープンカレッジさせぼ入会申込書」平成 13 年 11 月 8
日付オープンカレッジ佐世保運営委員会代表豆田頼子




＊  3　 資料第３回とびだせ！オープン・カレッジ in させぼ冊子 2002（平成 14）年
12 月 15 日
＊  4　 オープン・カレッジ運営委員会編代表安藤忠、編者建部久美子、安原佳子『わ
たしにもわかるオープン・カレッジテキストぶっく』青木印刷、平成 12 年 9
月 1 日、同テキストブックの作成は、2000 年ライオンズクラブ・チャリティファ
ンドの助成を受けた。
＊  5　 資料第 4 回とびだせ！オープン・カレッジ in させぼ冊子 2003（平成 15）年 4
月 20 日
＊  6　 資料知的障害者生涯学習実行委員会「平成 15 年度知的障害者生涯学習・年間
計画案」
＊  7 　註 6 資料知的障害者生涯学習実行委員会同上
＊  8　 資料オープン・カレッジ佐世保運営委員会から筆者にウエブメール 2003（平
成 15）年 5 月 26 日
＊  9　 資料オープン・カレッジ佐世保運営委員会から筆者に長崎新聞、朝日新聞




＊ 10　 資料 2004（平成 16）年オープン・カレッジ佐世保運営委員会豆田頼子氏から
筆者に FAX 送付。長崎県教育庁生涯学習課長からオープンカレッジ佐世保
運営委員会代表豆田頼子氏宛ての文書（15 教生第 319 号平成 16 年 1 月 28 日）
である。
＊ 11　 資料第 8 回とびだせ！オープン・カレッジ in させぼ冊子 2004（平成 16）年
10 月 3 日
＊ 12　 資料第 11 回とびだせ！オープン・カレッジ in させぼ冊子 2005（平成 17）年
8 月 7 日
＊ 13　 資料第 12 回とびだせ！オープン・カレッジ in させぼ冊子 2006（平成 18）年
3 月 5 日
＊ 14　 資料２期第１回とびだせ！オープン・カレッジ in させぼ冊子 2006（平成
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18）年 6 月 10 日、その後、冊子には 2 期生という用語が使用されるが、2006（平
成18）年6月10日に使用した冊子は2期でなく標記の2回という表示である。
＊ 15 　 資料オープン・カレッジ佐世保運営委員会年次報告（平成 18 年度報告より）
＊ 16　 オープン・カレッジ佐世保運営委員会（代表豆田頼子）平成 18 年度総会資料
より 福山徳子女史オープン・カレッジ開講講座の資料作成
＊ 17　 平成 18 年度オープン・カレッジ in させぼ総会運営委員会資料より 2007（平
成 19）年 4 月作成
＊ 18　 資料２期生第 4 回とびだせ！オープン・カレッジ in させぼ冊子 2007（平成
19）年 4 月 30 日
＊ 19　 資料編集社会福祉法人銀の星学園「第Ⅱ期春季・平成 19 年度オープンカレッ
ジ島原さくら学舎」冊子 2007（平成 19）年 4 月
＊ 20　 資料２期生第 6 回とびだせ！オープン・カレッジ in させぼ冊子 2008（平成
20）年 4 月 29 日
＊ 21　 資料平成 20 年度第 2 回オープンカレッジイン長崎県立大学冊子 2008（平成
20）年 12 月 14 日
＊ 22　 資料社団法人長崎手をつなぐ育成会会長小島龍一郎（公印省略）平成 20 年度
ながさき県民大学主催講座「ふれあい交流講座」について（お知らせ）2008（平
成 20）年 12 月 4 日付
＊ 23　 註 22 資料社団法人長崎手をつなぐ育成会会長同上
＊ 24　 資料２期生第 8 回とびだせ！オープン・カレッジ in させぼ冊子 2010（平成
22）年 12 月 5 日
＊ 25　 資料「平成 23 年度ながさき県民大学主催講座「ふれあい交流講座」～ 知的
障がいのある方を中心とした生涯学習講座～」主催長崎県教育委員会・なが
さき県民大学







Ⅰ 2012（平成 24）年 2 月 25 日（土）9:30 ～ 11:45
募集定員①受講者　県内在住の知的障がいのある 18 歳以上の方　25 名　②ボラン
ティア　受講者の活動や運営をサポートしてくださる方　15 名
講座内容　バレエの基本を学びながら、楽しく音楽に合わせて体を動かします。




Ⅱ 2012（平成 24）年 9 月 29 日（土）時間　10:00 ～ 12:30　
ふれあい交流講座　in　長崎国際大学、問い合わせ長崎県教育庁生涯学習課県民学習
推進班、会場 長崎国際大学、定員 25 名
講座　リズムダンス
Ⅲ 2012（平成 24）年 10 月 13 日（土）時間 13:00 ～ 15:30








講座１リズムダンス 定員 30 名、講座２笑いヨガ講座 定員 20 名、問い合わせ長崎県
教育庁生涯学習課県民学習推進班




講座１リズムダンス、定員 20 名、講座２和太鼓、定員 15 名、講師勤労障がい者長崎
打楽団瑞宝太鼓、講座３アート切り絵基礎講座、定員 25 名
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